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第
六
十
四
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
下
) 

 
 

 

土
屋 

博 

 

三
十
四
「
新
古
今
和
歌
集
新
鈔
」
文
學
博
士
尾
上
八
郞
校
訂 

(
冨
山
房
、
昭
和
二
年
刊
、
正
價
金
壹
圓
、
本
文
二
七
四
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
は
し
が
き
に
よ
ら
ば
、
新
古
今
和
歌
集
の
註
釋
書
は
萬
葉
集
、
古
今
集
に
比
し
少
け
れ

ど
、
最
も
信
賴
す
べ
く
平
易
な
る
も
の
は
、
慶
⾧
二
年
に
細
川
幽
齋
の
筆
寫
し
た
る
「
新
古
今
集
聞
書
」
を

基
礎
に
寬
永
八
年
に
大
阪
に
て
增
補
上
板
せ
ら
れ
た
る
本
書
の
由
。
た
と
へ
ば
、
最
初
の
歌
、「
見
よ
し
野

は
山
も
か
す
み
て
白
雪
の
ふ
り
に
し
里
に
春
は
來
に
け
り
」
に
つ
い
て
は
、「
よ
し
の
は
山
ふ
か
き
所
に
て
、

外
よ
り
は
春
も
お
そ
く
い
た
る
べ
し
。
さ
れ
ど
も
天
言
は
ず
し
て
四
時
行
は
る
と
い
へ
る
本
文
の
如
く
、
か

か
る
み
雪
の
中
に
も
春
の
色
は
見
え
侍
る
な
り
」
云
々
。 

 

三
十
五
「
女
子
用 

日
本
歷
史
地
圖
」
東
京
高
等
師
範
學
校
敎
授
峯
岸
米
造
編 

(
光
風
館
藏
版
、
昭
和
二
年
修
正
六
版
、
定
價
金
六
拾
五
錢
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
一
年
。
第
一
圖
上
古
要
地
に
は
、
神
武
天
皇
東
征
路
、
景
行
天
皇

西
征
路
、
日
本
武
尊
東
征
路
、
赤
線
に
て
記
入
せ
ら
る
。
第
二
圖
は
、
國
造
配
置
圖
、
三
國
以
前
の
朝
鮮
半

島
圖
な
ど
。
第
三
圖
は
歷
代
帝
都
沿
革
圖
。
以
下
、
第
二
十
一
圖
日
淸
日
露
戰
役
要
地
な
ど
ま
で
。 

 

三
十
六
「
史
記
文
粹 

全
」
簡
野
道
明
編 

(
明
治
書
院
、
昭
和
四
年
刊
、
定
價
金
九
拾
錢
、
一
八
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
簡
野
道
明
例
言
に
曰
く
、「
龍
門
史
記
、
一
百
三
十
卷
、
創
爲
紀
傳
體
、
開
史
家
法

門
、
上
起
黃
帝
下
迄
漢
武
獲
麟
之
歲
」
云
々
と
。 

 

三
十
七
「
太
平
洋
問
題 

一
九
二
九
年
京
都
會
議
」
新
渡
戸
稻
造
編 

(
太
平
洋
問
題
調
査
會
發
兊
、
昭
和
五
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
貳
拾
錢
、
三
五
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
こ
れ
ま
で
新
渡
戸
稻
造
に
關
す
る
書
籍
は
蒐
集
し
つ
れ
ど
、
本
書
は
「
幻
の
一
册
」

と
い
ふ
べ
し
。
開
會
の
辭
よ
り
、「
孔
子
の
敎
ふ
る
所
に
依
れ
ば
『
若
し
爭
ふ
場
合
あ
り
と
せ
ば
、
そ
の
爭

や
君
子
の
爭
た
る
べ
し
』
と
云
つ
て
居
り
ま
す
。
我
等
は
國
際
精
神
を
働
ら
か
せ
、
公
平
に
客
觀
的
に
何
人

に
對
し
て
も
惡
意
を
抱
く
こ
と
な
く
、
全
て
の
人
に
愛
の
心
を
持
ち
、
こ
の
大
會
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
百
年
以
前
ウ
Ỿ
ổ
ズ
ウ
Ỿ
ổ
ス
は
『
山
の
靈
、
海
の
靈
は
自
由
獨
立
の
精
神
を

鼓
吹
す
る
も
の
だ
』
と
歌
つ
て
居
り
ま
す
。
今
我
等
の
周
圍
の
山
々
湖
水
の
靈
は
互
の
交
誼
依
存
を
導
く
も
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の
と
見
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
せ
う
か
。
ロ
カ
ル
ノ
の
精
神
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
我
等
は
今
こ
の

京
都
の
𦾔
都
、
昔
そ
の
名
を
平
安
と
稱
へ
た
尊
き
都
、
比
叡
の
麓
、
琵
琶
湖
の
近
く
に
相
會
し
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
」
と
。 

   

三
十
八
「
最
新
日
本
著
作
者
辭
典
」
神
谷
敏
夫
著 

(
大
同
館
發
兊
、
昭
和
六
年
刊
、
正
價
金
貳
圓
八
拾
錢
、
三
四
六
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
我
が
國
古
今
の
著
作
者
を
一
堂
に
會
す
る
畫
期
的
辭
典
に
し
て
、
收
錄
人
數
は
二
千

六
百
人
に
及
び
、
傳
記
、
著
作
、
作
風
を
詳
述
す
。
冒
頭
は
、
靑
木
正
兒
(
ま
さ
る
)
は
東
北
大
敎
授
の
支

那
文
學
者
。
靑
木
鷺
水
(
ろ
す
い
)
は
江
戸
時
代
俳
人
。
靑
野
季
吉
は
勞
農
派
評
論
家
。
靑
山
延
光
は
水
戸

藩
弘
道
館
敎
授
。
靑
山
延
壽
は
水
戸
藩
儒
者
。
靑
山
拙
齋
も
水
戸
藩
儒
者
、
延
光
の
父
。
末
尾
は
、
亘
理
章

三
郞
東
京
高
師
敎
授
、
度
忠
秋
、
幕
末
の
國
學
者
。
和
辻
哲
郞
京
大
助
敎
授
、
王
仁
、
百
濟
よ
り
の
歸
化
學

者
。
蕨
眞
(
わ
ら
び
ま
こ
と
)
は
歌
人
。 

 

三
十
九
「
國
文
學
者
一
夕
話 

附
現
代
國
文
學
者
總
覽
」 

(
六
文
館
、
昭
和
七
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
本
文
三
二
三
頁
＋
附
錄
九
七
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
國
文
學
者
の
輕
め
の
隨
筆
集
は
珍
し
。
目
次
を
み
る
に
、
藤
村
作
「
隨
筆
二
則
」、

折
口
信
夫
「
鷹
狩
り
と
操
り
芝
居
と
」、
武
田
祐
吉
「
京
都
に
て
」、
麻
生
磯
次
「
馬
琴
の
隣
附
合
」、
山
岸

德
平
「
紫
外
線
」、
池
田
龜
鑑
「
夏
の
日
記
か
ら
」
盬
田
良
平
「
浪
速
な
る
風
卷
景
次
郞
に
與
ふ
」、
佐
佐
木

信
綱
「
い
と
け
な
き
頃
」
な
ど
。 

佐
佐
木
信
綱
曰
く
、「
幼
時
の
自
分
に
對
す
る
父
の
敎
育
法
は
、
暗
誦
で
、
萬
葉
集
の
解
り
易
い
歌
や
、
古

今
集
や
山
家
集
の
よ
い
歌
、
歷
代
の
天
皇
の
御
稱
號
な
ど
、
種
々
の
も
の
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た
。・
・
・
旅

行
に
行
け
ば
、
道
の
邊
の
草
の
花
が
咲
い
て
い
れ
ば
其
の
名
、
木
が
繁
つ
て
い
れ
ば
其
の
名
、
鳥
が
鳴
け
ば

鳥
の
名
を
敎
へ
ら
れ
る
。
古
戰
場
に
到
れ
ば
歷
史
を
聞
か
せ
ら
れ
る
。
名
所
に
行
け
ば
そ
こ
の
古
歌
を
敎
は

る
。」
と
。 

 

四
十
「
學
習
の
參
考
・
自
習
の
指
針 

小
學
生
の
國
史 

第
五
學
年
用
」
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
訓
導
兼
助

敎
諭
鶴
井
滋
一
・
栗
山
芳
雄
共
編 

(
日
本
出
版
社
、
昭
和
九
年
廿
八
版
、
定
價
金
五
拾
錢
、
本
文
三
三
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
目
次
は
、
第
一
天
照
大
神
、
第
二
神
武
天
皇
、
第
三
日
本
武
尊
よ
り
、
第
三
十
上
杉
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謙
信
と
武
田
信
玄
、
第
三
十
一
毛
利
元
就
、
第
三
十
二
後
奈
良
天
皇
ま
で
。 

 

四
十
一
「
校
刻 
靖
獻
遺
言
」
淺
井
安
正
編
輯 

(
觀
文
堂
、
大
正
五
年
新
版
、
昭
和
十
二
年
印
刷
、
定
價
金
七
拾
錢
、
五
八
丁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
淺
見
絅
齋
、
近
江
に
生
れ
、
上
京
し
て
山
崎
闇
齋
に
師
事
。
そ
の
著
作
「
政
権
遺
言
」

は
皇
室
の
衰
微
を
歎
き
勤
王
の
大
義
を
唱
へ
、
明
治
維
新
の
因
を
爲
せ
り
。
本
書
は
白
文
の
テ
キ
ス
ト
な
り
。

目
次
は
、
第
一
離
騷
懷
沙
賦
、
第
二
出
師
表
、
な
ど
。 

 

四
十
二
「
萬
葉
葉
と
國
民
性
」
文
學
博
士
武
田
祐
吉
著 

(
文
部
省
、
昭
和
十
二
年
刊
、
七
七
頁
) 

古
書
價
格
二
百
五
拾
圓
也
。「
日
本
精
神
叢
書
」
の
第
廿
六
卷
な
り
。
武
田
祐
吉
曰
く
、「
我
が
國
民
は
忠
君

愛
國
の
情
に
冨
み
、
敬
神
崇
祖
の
念
に
篤
い
。
そ
の
性
質
は
公
明
快
活
で
あ
つ
て
一
致
團
結
の
美
德
を
有
し

て
居
る
。
し
か
も
進
取
の
氣
風
が
あ
つ
て
、
觸
れ
る
所
の
外
國
の
文
物
を
攝
取
消
化
す
る
力
を
有
し
て
ゐ
る
。

又
一
面
に
は
深
く
自
然
を
愛
し
て
、
そ
の
美
を
感
受
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
こ
れ
等
の
性
情
は
、
又
お
の

づ
か
ら
歌
の
上
に
現
れ
て
、
こ
ゝ
に
幾
多
の
優
れ
た
る
吟
詠
を
残
し
て
居
る
」
と
。 

 

四
十
三
「
國
語
敎
養
便
覧
」
三
澤
淳
晃 

(
大
日
本
國
語
協
会
、
昭
和
十
二
年
刊
、
定
價
壹
圓
五
拾
錢
、
３
６
４
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
題
言
に
曰
く
、「
國
語
國
文
に
關
す
る
綜
合
的
便
覽
無
き
こ
と
を
私
は
久
し
き
以
前
よ

り
一
つ
の
不
思
議
と
し
て
感
じ
て
ゐ
た
」
と
。
本
書
に
は
、
日
本
書
紀
天
祖
神
敕
、
五
箇
條
の
御
誓
文
、
皇

統
略
系
圖
、
敎
育
勅
語
、
御
歷
代
尊
號
、
萬
葉
假
名
、
有
名
な
る
和
歌
、
俳
句
、
字
源
、
主
な
る
故
事
成
語
、

⾧
歌
と
古
事
記
の
歌
、
國
文
學
書
、
名
數
、
佛
敎
語
な
ど
を
收
錄
す
。 

 

四
十
四
「
必
修
問
題 

國
文
要
訣 

增
訂
再
版 

完
」
傳
田
治
朗
編 

(
光
風
館
藏
版
、
昭
和
十
六
年
增
訂
再
版
、
定
價
金
五
拾
五
錢
、
一
三
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
緒
言
に
曰
く
、「
高
等
諸
學
校
入
學
試
驗
問
題
中
よ
り
國
文
學
習
の
基
礎
的
重
要
單

語
を
含
め
る
百
三
十
八
題
を
收
錄
す
」
と
。
基
礎
的
重
要
單
語
と
し
て
は
、
あ
い
な
し
、
あ
か
ず
、
あ
か
ら

さ
ま
、
あ
げ
つ
ら
ふ
よ
り
、
わ
り
な
し
、
を
か
し
、
を
こ
が
ま
し
、
ま
で
。 

 

四
十
五
「
女
子
綜
合
新
國
史 

高
等
女
學
校
上
級
用
」
東
京
帝
國
大
學
敎
授
文
學
博
士
中
村
孝
也
著 

(
中
等
學
校
敎
科
書
株
式
會
社
、
昭
和
十
六
年
訂
正
四
版
、
定
價
金
八
拾
錢
、
一
五
一
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
第
一
章
「
肇
國
と
國
體
の
精
華
」
よ
り
第
十
三
章
「
現
代
の
大
勢
と
女
性
の
覺
悟
」

ま
で
。
冒
頭
部
分
は
、「
わ
が
大
日
本
帝
國
は
、
上
に
は
萬
世
一
系
の
天
皇
が
お
は
し
ま
し
て
こ
れ
を
統
治

し
た
ま
ひ
、
下
に
は
忠
良
無
比
の
國
民
が
あ
つ
て
皇
運
を
扶
翼
し
ま
ゐ
ら
せ
、
天
壤
と
と
も
に
窮
り
無
き
生

命
を
有
す
る
國
家
で
あ
る
。
そ
の
國
體
の
鞏
固
に
し
て
高
貴
な
る
こ
と
は
、
諸
外
國
が
簒
奪
や
革
命
に
よ
つ

て
、
頻
り
に
主
権
を
取
換
へ
、
數
十
年
若
く
は
數
百
年
の
短
い
生
命
を
以
て
終
る
の
に
比
ぶ
べ
く
も
な
い
」

云
々
と
。 

 

四
十
六
「
忘
れ
得
ぬ
國
文
學
者
た
ち
」
伊
藤
正
雄
著 

(
右
文
書
院
、
昭
和
四
十
八
年
刊
、
定
價
千
二
百
圓
、
四
五
一
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
函
入
。
著
者
の
伊
藤
正
雄
は
、
一
九
〇
二
年
生
れ
、
第
三
高
等
學
校
を
經
て
、
昭
和

二
年
東
大
國
文
科
卒
、
神
宮
皇
學
館
敎
授
。「
麻
布
中
學
の
思
ひ
出
」
は
、
卒
業
生
と
し
て
興
味
深
し
。
伝

說
の
校
⾧
江
原
素
六
に
つ
い
て
、
か
つ
て
明
治
天
皇
よ
り
文
部
大
臣
に
は
江
原
を
と
の
ご
内
意
あ
り
し
が
、

固
辞
し
て
受
け
ざ
り
し
逸
話
あ
り
し
由
。 

 

四
十
七
「
萬
葉
集
發
掘 

考
古
學
に
よ
る
萬
葉
解
讀
」
原
田
大
六
著 

(
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
八
年
刊
、
定
價
六
百
五
拾
圓
、
二
四
八
頁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。著
者
は
一
九
一
七
年
生
れ
、福
岡
縣
立
糸
島
中
學
卒
、日
本
考
古
學
協
會
員
。枕
詞
、

序
詞
は
生
き
て
居
り
、
解
釋
す
べ
し
と
主
張
す
。「
鏡
成
す
吾
が
見
し
君
を
」
の
「
鏡
成
す
」
は
、
葬
儀
の

埋
葬
品
の
鏡
と
見
る
べ
し
。 

 

四
十
八
「
新
潮
日
本
古
典
集
成 

和
漢
朗
詠
集
」 

(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
八
年
刊
、
定
價
二
千
二
百
圓
、
四
三
九
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
編
者
は
三
船
の
才
、
藤
原
公
任
、
一
〇
四
一
年
七
十
六
歲
に
て
歿
。
十
訓
抄
を
信
ず

れ
ば
、
和
漢
朗
詠
集
の
成
立
は
一
〇
一
二
年
の
由
。 

 

四
十
九
「
源
氏
物
語
絵
卷
の
謎
を
讀
み
解
く
」
三
谷
邦
明
・
三
田
村
雅
子
共
著 

(
角
川
選
書
、
平
成
十
年
刊
、
定
價
千
六
百
圓
＋
税
、
二
八
二
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
吹
抜
屋
臺
の
技
法
は
室
内
を
斜
め
上
よ
り
捉
へ
る
視
點
に
て
描
か
れ
ど
、
國
寶
源
氏

物
語
繪
卷
に
て
は
、
觀
者
及
び
登
場
人
物
の
視
點
な
ど
、
多
視
點
的
な
る
方
法
採
用
せ
ら
れ
た
る
由
。 

 

五
十
「
ビ
ジ
ἁ
ア
ル
版
日
本
の
古
典
に
親
し
む 

源
氏
物
語
」
圓
地
文
子
著 
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(
世
界
文
化
社
、
平
成
十
七
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
＋
税
、
一
九
九
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
本
書
の
特
色
は
、
大
き
な
る
文
字
・
ル
ビ
、
見
開
き
每
の
脚
注
、
物
語
の
舞
臺
へ
と

誘
ふ
ビ
ジ
ἁ
ア
ル
紙
面
。 

 

五
十
一
「
新
訂 

與
謝
野
晶
子
歌
碑
め
ぐ
り
」
堺
市
編 

(
二
瓶
社
、
平
成
十
九
年
刊
、
定
價
千
二
百
圓
＋
税
、
二
一
二
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
堺
驛
前
の
歌
碑
は
、「
ふ
る
さ
と
の
潮
の
遠
音
の
わ
が
胸
に
ひ
び
く
を
お
ぼ
ゆ
初
夏

の
雲
」。
生
家
跡
の
歌
碑
は
、「
海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
か
ぞ
へ
つ
ゝ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家
」。 

 

五
十
二
「
越
中
萬
葉
百
科
」
高
岡
市
萬
葉
歷
史
館
編 

(
笠
間
書
院
、
平
成
十
九
年
刊
、
定
價
二
千
六
百
圓
＋
税
、
四
五
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
伴
家
持
の
越
中
赴
任
中
に
詠
み
た
る
歌
な
ど
三
三
七
首
を
收
錄
す
。
卷
十
七
の
三

九
二
七
番
「
草
枕
旅
育
く
君
を
幸
く
あ
れ
と
い
は
ひ
へ
す
ゑ
つ
吾
が
床
の
邊
に
」
に
始
ま
る
。 

 

五
十
三
「
源
氏
物
語
の
歌
と
人
物
」
池
田
節
子
、
久
富
木
原
怜
、
小
嶋
菜
溫
子
編 

(
翰
林
書
房
、
平
成
二
十
一
年
刊
、
定
價
八
千
八
百
圓
＋
税
、
四
六
一
頁
) 

古
書
價
格
四
千
圓
也
。
第
一
部
は
主
要
人
物
別
。
光
源
氏
の
歌
は
、
源
氏
物
語
の
全
歌
數
七
九
五
首
の
う
ち

二
二
一
首
を
占
む
。
紫
の
上
は
二
十
三
首
、
明
石
の
君
二
十
二
首
。 

 

第
六
十
四
回
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
下
) 

 
 

 

土
屋
博 

 

三
十
四
「
新
古
今
和
歌
集
新
鈔
」
文
學
博
士
尾
上
八
郞
校
訂 

(
冨
山
房
、
昭
和
二
年
刊
、
正
價
金
壹
圓
、
本
文
二
七
四
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
は
し
が
き
に
よ
ら
ば
、
新
古
今
和
歌
集
の
註
釋
書
は
萬
葉
集
、
古
今
集
に
比
し
少
け
れ

ど
、
最
も
信
賴
す
べ
く
平
易
な
る
も
の
は
、
慶
⾧
二
年
に
細
川
幽
齋
の
筆
寫
し
た
る
「
新
古
今
集
聞
書
」
を

基
礎
に
寬
永
八
年
に
大
阪
に
て
增
補
上
板
せ
ら
れ
た
る
本
書
の
由
。
た
と
へ
ば
、
最
初
の
歌
、「
見
よ
し
野

は
山
も
か
す
み
て
白
雪
の
ふ
り
に
し
里
に
春
は
來
に
け
り
」
に
つ
い
て
は
、「
よ
し
の
は
山
ふ
か
き
所
に
て
、

外
よ
り
は
春
も
お
そ
く
い
た
る
べ
し
。
さ
れ
ど
も
天
言
は
ず
し
て
四
時
行
は
る
と
い
へ
る
本
文
の
如
く
、
か

か
る
み
雪
の
中
に
も
春
の
色
は
見
え
侍
る
な
り
」
云
々
。 
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三
十
五
「
女
子
用 

日
本
歷
史
地
圖
」
東
京
高
等
師
範
學
校
敎
授
峯
岸
米
造
編 

(
光
風
館
藏
版
、
昭
和
二
年
修
正
六
版
、
定
價
金
六
拾
五
錢
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
一
年
。
第
一
圖
上
古
要
地
に
は
、
神
武
天
皇
東
征
路
、
景
行
天
皇

西
征
路
、
日
本
武
尊
東
征
路
、
赤
線
に
て
記
入
せ
ら
る
。
第
二
圖
は
、
國
造
配
置
圖
、
三
國
以
前
の
朝
鮮
半

島
圖
な
ど
。
第
三
圖
は
歷
代
帝
都
沿
革
圖
。
以
下
、
第
二
十
一
圖
日
淸
日
露
戰
役
要
地
な
ど
ま
で
。 

 

三
十
六
「
史
記
文
粹 

全
」
簡
野
道
明
編 

(
明
治
書
院
、
昭
和
四
年
刊
、
定
價
金
九
拾
錢
、
一
八
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
簡
野
道
明
例
言
に
曰
く
、「
龍
門
史
記
、
一
百
三
十
卷
、
創
爲
紀
傳
體
、
開
史
家
法

門
、
上
起
黃
帝
下
迄
漢
武
獲
麟
之
歲
」
云
々
と
。 

 

三
十
七
「
太
平
洋
問
題 

一
九
二
九
年
京
都
會
議
」
新
渡
戸
稻
造
編 

(
太
平
洋
問
題
調
査
會
發
兊
、
昭
和
五
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
貳
拾
錢
、
三
五
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
こ
れ
ま
で
新
渡
戸
稻
造
に
關
す
る
書
籍
は
蒐
集
し
つ
れ
ど
、
本
書
は
「
幻
の
一
册
」

と
い
ふ
べ
し
。
開
會
の
辭
よ
り
、「
孔
子
の
敎
ふ
る
所
に
依
れ
ば
『
若
し
爭
ふ
場
合
あ
り
と
せ
ば
、
そ
の
爭

や
君
子
の
爭
た
る
べ
し
』
と
云
つ
て
居
り
ま
す
。
我
等
は
國
際
精
神
を
働
ら
か
せ
、
公
平
に
客
觀
的
に
何
人

に
對
し
て
も
惡
意
を
抱
く
こ
と
な
く
、
全
て
の
人
に
愛
の
心
を
持
ち
、
こ
の
大
會
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
百
年
以
前
ウ
Ỿ
ổ
ズ
ウ
Ỿ
ổ
ス
は
『
山
の
靈
、
海
の
靈
は
自
由
獨
立
の
精
神
を

鼓
吹
す
る
も
の
だ
』
と
歌
つ
て
居
り
ま
す
。
今
我
等
の
周
圍
の
山
々
湖
水
の
靈
は
互
の
交
誼
依
存
を
導
く
も

の
と
見
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
せ
う
か
。
ロ
カ
ル
ノ
の
精
神
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
我
等
は
今
こ
の

京
都
の
𦾔
都
、
昔
そ
の
名
を
平
安
と
稱
へ
た
尊
き
都
、
比
叡
の
麓
、
琵
琶
湖
の
近
く
に
相
會
し
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
」
と
。 

 

三
十
八
「
最
新
日
本
著
作
者
辭
典
」
神
谷
敏
夫
著 

(
大
同
館
發
兊
、
昭
和
六
年
刊
、
正
價
金
貳
圓
八
拾
錢
、
三
四
六
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
我
が
國
古
今
の
著
作
者
を
一
堂
に
會
す
る
畫
期
的
辭
典
に
し
て
、
收
錄
人
數
は
二
千

六
百
人
に
及
び
、
傳
記
、
著
作
、
作
風
を
詳
述
す
。
冒
頭
は
、
靑
木
正
兒
(
ま
さ
る
)
は
東
北
大
敎
授
の
支

那
文
學
者
。
靑
木
鷺
水
(
ろ
す
い
)
は
江
戸
時
代
俳
人
。
靑
野
季
吉
は
勞
農
派
評
論
家
。
靑
山
延
光
は
水
戸

藩
弘
道
館
敎
授
。
靑
山
延
壽
は
水
戸
藩
儒
者
。
靑
山
拙
齋
も
水
戸
藩
儒
者
、
延
光
の
父
。
末
尾
は
、
亘
理
章

三
郞
東
京
高
師
敎
授
、
度
忠
秋
、
幕
末
の
國
學
者
。
和
辻
哲
郞
京
大
助
敎
授
、
王
仁
、
百
濟
よ
り
の
歸
化
學

者
。
蕨
眞
(
わ
ら
び
ま
こ
と
)
は
歌
人
。 
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三
十
九
「
國
文
學
者
一
夕
話 

附
現
代
國
文
學
者
總
覽
」 

(
六
文
館
、
昭
和
七
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
本
文
三
二
三
頁
＋
附
錄
九
七
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
國
文
學
者
の
輕
め
の
隨
筆
集
は
珍
し
。
目
次
を
み
る
に
、
藤
村
作
「
隨
筆
二
則
」、

折
口
信
夫
「
鷹
狩
り
と
操
り
芝
居
と
」、
武
田
祐
吉
「
京
都
に
て
」、
麻
生
磯
次
「
馬
琴
の
隣
附
合
」、
山
岸

德
平
「
紫
外
線
」、
池
田
龜
鑑
「
夏
の
日
記
か
ら
」
盬
田
良
平
「
浪
速
な
る
風
卷
景
次
郞
に
與
ふ
」、
佐
佐
木

信
綱
「
い
と
け
な
き
頃
」
な
ど
。 

佐
佐
木
信
綱
曰
く
、「
幼
時
の
自
分
に
對
す
る
父
の
敎
育
法
は
、
暗
誦
で
、
萬
葉
集
の
解
り
易
い
歌
や
、
古

今
集
や
山
家
集
の
よ
い
歌
、
歷
代
の
天
皇
の
御
稱
號
な
ど
、
種
々
の
も
の
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た
。・
・
・
旅

行
に
行
け
ば
、
道
の
邊
の
草
の
花
が
咲
い
て
い
れ
ば
其
の
名
、
木
が
繁
つ
て
い
れ
ば
其
の
名
、
鳥
が
鳴
け
ば

鳥
の
名
を
敎
へ
ら
れ
る
。
古
戰
場
に
到
れ
ば
歷
史
を
聞
か
せ
ら
れ
る
。
名
所
に
行
け
ば
そ
こ
の
古
歌
を
敎
は

る
。」
と
。 

 

四
十
「
學
習
の
參
考
・
自
習
の
指
針 

小
學
生
の
國
史 

第
五
學
年
用
」
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
訓
導
兼
助

敎
諭
鶴
井
滋
一
・
栗
山
芳
雄
共
編 

(
日
本
出
版
社
、
昭
和
九
年
廿
八
版
、
定
價
金
五
拾
錢
、
本
文
三
三
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
目
次
は
、
第
一
天
照
大
神
、
第
二
神
武
天
皇
、
第
三
日
本
武
尊
よ
り
、
第
三
十
上
杉

謙
信
と
武
田
信
玄
、
第
三
十
一
毛
利
元
就
、
第
三
十
二
後
奈
良
天
皇
ま
で
。 

 

四
十
一
「
校
刻 

靖
獻
遺
言
」
淺
井
安
正
編
輯 

(
觀
文
堂
、
大
正
五
年
新
版
、
昭
和
十
二
年
印
刷
、
定
價
金
七
拾
錢
、
五
八
丁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
淺
見
絅
齋
、
近
江
に
生
れ
、
上
京
し
て
山
崎
闇
齋
に
師
事
。
そ
の
著
作
「
政
権
遺
言
」

は
皇
室
の
衰
微
を
歎
き
勤
王
の
大
義
を
唱
へ
、
明
治
維
新
の
因
を
爲
せ
り
。
本
書
は
白
文
の
テ
キ
ス
ト
な
り
。

目
次
は
、
第
一
離
騷
懷
沙
賦
、
第
二
出
師
表
、
な
ど
。 

 

四
十
二
「
萬
葉
葉
と
國
民
性
」
文
學
博
士
武
田
祐
吉
著 

(
文
部
省
、
昭
和
十
二
年
刊
、
七
七
頁
) 

古
書
價
格
二
百
五
拾
圓
也
。「
日
本
精
神
叢
書
」
の
第
廿
六
卷
な
り
。
武
田
祐
吉
曰
く
、「
我
が
國
民
は
忠
君

愛
國
の
情
に
冨
み
、
敬
神
崇
祖
の
念
に
篤
い
。
そ
の
性
質
は
公
明
快
活
で
あ
つ
て
一
致
團
結
の
美
德
を
有
し

て
居
る
。
し
か
も
進
取
の
氣
風
が
あ
つ
て
、
觸
れ
る
所
の
外
國
の
文
物
を
攝
取
消
化
す
る
力
を
有
し
て
ゐ
る
。

又
一
面
に
は
深
く
自
然
を
愛
し
て
、
そ
の
美
を
感
受
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
こ
れ
等
の
性
情
は
、
又
お
の
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づ
か
ら
歌
の
上
に
現
れ
て
、
こ
ゝ
に
幾
多
の
優
れ
た
る
吟
詠
を
残
し
て
居
る
」
と
。 

 

四
十
三
「
國
語
敎
養
便
覧
」
三
澤
淳
晃 

(
大
日
本
國
語
協
会
、
昭
和
十
二
年
刊
、
定
價
壹
圓
五
拾
錢
、
３
６
４
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
題
言
に
曰
く
、「
國
語
國
文
に
關
す
る
綜
合
的
便
覽
無
き
こ
と
を
私
は
久
し
き
以
前
よ

り
一
つ
の
不
思
議
と
し
て
感
じ
て
ゐ
た
」
と
。
本
書
に
は
、
日
本
書
紀
天
祖
神
敕
、
五
箇
條
の
御
誓
文
、
皇

統
略
系
圖
、
敎
育
勅
語
、
御
歷
代
尊
號
、
萬
葉
假
名
、
有
名
な
る
和
歌
、
俳
句
、
字
源
、
主
な
る
故
事
成
語
、

⾧
歌
と
古
事
記
の
歌
、
國
文
學
書
、
名
數
、
佛
敎
語
な
ど
を
收
錄
す
。 

 

四
十
四
「
必
修
問
題 

國
文
要
訣 

增
訂
再
版 
完
」
傳
田
治
朗
編 

(
光
風
館
藏
版
、
昭
和
十
六
年
增
訂
再
版
、
定
價
金
五
拾
五
錢
、
一
三
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
緒
言
に
曰
く
、「
高
等
諸
學
校
入
學
試
驗
問
題
中
よ
り
國
文
學
習
の
基
礎
的
重
要
單

語
を
含
め
る
百
三
十
八
題
を
收
錄
す
」
と
。
基
礎
的
重
要
單
語
と
し
て
は
、
あ
い
な
し
、
あ
か
ず
、
あ
か
ら

さ
ま
、
あ
げ
つ
ら
ふ
よ
り
、
わ
り
な
し
、
を
か
し
、
を
こ
が
ま
し
、
ま
で
。 

 

四
十
五
「
女
子
綜
合
新
國
史 

高
等
女
學
校
上
級
用
」
東
京
帝
國
大
學
敎
授
文
學
博
士
中
村
孝
也
著 

(
中
等
學
校
敎
科
書
株
式
會
社
、
昭
和
十
六
年
訂
正
四
版
、
定
價
金
八
拾
錢
、
一
五
一
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
第
一
章
「
肇
國
と
國
體
の
精
華
」
よ
り
第
十
三
章
「
現
代
の
大
勢
と
女
性
の
覺
悟
」

ま
で
。
冒
頭
部
分
は
、「
わ
が
大
日
本
帝
國
は
、
上
に
は
萬
世
一
系
の
天
皇
が
お
は
し
ま
し
て
こ
れ
を
統
治

し
た
ま
ひ
、
下
に
は
忠
良
無
比
の
國
民
が
あ
つ
て
皇
運
を
扶
翼
し
ま
ゐ
ら
せ
、
天
壤
と
と
も
に
窮
り
無
き
生

命
を
有
す
る
國
家
で
あ
る
。
そ
の
國
體
の
鞏
固
に
し
て
高
貴
な
る
こ
と
は
、
諸
外
國
が
簒
奪
や
革
命
に
よ
つ

て
、
頻
り
に
主
権
を
取
換
へ
、
數
十
年
若
く
は
數
百
年
の
短
い
生
命
を
以
て
終
る
の
に
比
ぶ
べ
く
も
な
い
」

云
々
と
。 

 

四
十
六
「
忘
れ
得
ぬ
國
文
學
者
た
ち
」
伊
藤
正
雄
著 

(
右
文
書
院
、
昭
和
四
十
八
年
刊
、
定
價
千
二
百
圓
、
四
五
一
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
函
入
。
著
者
の
伊
藤
正
雄
は
、
一
九
〇
二
年
生
れ
、
第
三
高
等
學
校
を
經
て
、
昭
和

二
年
東
大
國
文
科
卒
、
神
宮
皇
學
館
敎
授
。「
麻
布
中
學
の
思
ひ
出
」
は
、
卒
業
生
と
し
て
興
味
深
し
。
伝

說
の
校
⾧
江
原
素
六
に
つ
い
て
、
か
つ
て
明
治
天
皇
よ
り
文
部
大
臣
に
は
江
原
を
と
の
ご
内
意
あ
り
し
が
、

固
辞
し
て
受
け
ざ
り
し
逸
話
あ
り
し
由
。 
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四
十
七
「
萬
葉
集
發
掘 

考
古
學
に
よ
る
萬
葉
解
讀
」
原
田
大
六
著 

(
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
八
年
刊
、
定
價
六
百
五
拾
圓
、
二
四
八
頁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。著
者
は
一
九
一
七
年
生
れ
、福
岡
縣
立
糸
島
中
學
卒
、日
本
考
古
學
協
會
員
。枕
詞
、

序
詞
は
生
き
て
居
り
、
解
釋
す
べ
し
と
主
張
す
。「
鏡
成
す
吾
が
見
し
君
を
」
の
「
鏡
成
す
」
は
、
葬
儀
の

埋
葬
品
の
鏡
と
見
る
べ
し
。 

 

四
十
八
「
新
潮
日
本
古
典
集
成 
和
漢
朗
詠
集
」 

(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
八
年
刊
、
定
價
二
千
二
百
圓
、
四
三
九
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
編
者
は
三
船
の
才
、
藤
原
公
任
、
一
〇
四
一
年
七
十
六
歲
に
て
歿
。
十
訓
抄
を
信
ず

れ
ば
、
和
漢
朗
詠
集
の
成
立
は
一
〇
一
二
年
の
由
。 

 

四
十
九
「
源
氏
物
語
絵
卷
の
謎
を
讀
み
解
く
」
三
谷
邦
明
・
三
田
村
雅
子
共
著 

(
角
川
選
書
、
平
成
十
年
刊
、
定
價
千
六
百
圓
＋
税
、
二
八
二
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
吹
抜
屋
臺
の
技
法
は
室
内
を
斜
め
上
よ
り
捉
へ
る
視
點
に
て
描
か
れ
ど
、
國
寶
源
氏

物
語
繪
卷
に
て
は
、
觀
者
及
び
登
場
人
物
の
視
點
な
ど
、
多
視
點
的
な
る
方
法
採
用
せ
ら
れ
た
る
由
。 

 

五
十
「
ビ
ジ
ἁ
ア
ル
版
日
本
の
古
典
に
親
し
む 

源
氏
物
語
」
圓
地
文
子
著 

(
世
界
文
化
社
、
平
成
十
七
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
＋
税
、
一
九
九
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
本
書
の
特
色
は
、
大
き
な
る
文
字
・
ル
ビ
、
見
開
き
每
の
脚
注
、
物
語
の
舞
臺
へ
と

誘
ふ
ビ
ジ
ἁ
ア
ル
紙
面
。 

 

五
十
一
「
新
訂 

與
謝
野
晶
子
歌
碑
め
ぐ
り
」
堺
市
編 

(
二
瓶
社
、
平
成
十
九
年
刊
、
定
價
千
二
百
圓
＋
税
、
二
一
二
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
堺
驛
前
の
歌
碑
は
、「
ふ
る
さ
と
の
潮
の
遠
音
の
わ
が
胸
に
ひ
び
く
を
お
ぼ
ゆ
初
夏

の
雲
」。
生
家
跡
の
歌
碑
は
、「
海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
か
ぞ
へ
つ
ゝ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家
」。 

 

五
十
二
「
越
中
萬
葉
百
科
」
高
岡
市
萬
葉
歷
史
館
編 

(
笠
間
書
院
、
平
成
十
九
年
刊
、
定
價
二
千
六
百
圓
＋
税
、
四
五
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
伴
家
持
の
越
中
赴
任
中
に
詠
み
た
る
歌
な
ど
三
三
七
首
を
收
錄
す
。
卷
十
七
の
三

九
二
七
番
「
草
枕
旅
育
く
君
を
幸
く
あ
れ
と
い
は
ひ
へ
す
ゑ
つ
吾
が
床
の
邊
に
」
に
始
ま
る
。 
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五
十
三
「
源
氏
物
語
の
歌
と
人
物
」
池
田
節
子
、
久
富
木
原
怜
、
小
嶋
菜
溫
子
編 

(
翰
林
書
房
、
平
成
二
十
一
年
刊
、
定
價
八
千
八
百
圓
＋
税
、
四
六
一
頁
) 

古
書
價
格
四
千
圓
也
。
第
一
部
は
主
要
人
物
別
。
光
源
氏
の
歌
は
、
源
氏
物
語
の
全
歌
數
七
九
五
首
の
う
ち

二
二
一
首
を
占
む
。
紫
の
上
は
二
十
三
首
、
明
石
の
君
二
十
二
首
。 

         

五
十
四
「
源
氏
物
語
の
論
」
秋
山
虔
著 

(
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
三
年
刊
、
定
價
三
千
二
百
圓
＋
税
、
三
九
五
頁
) 

古
書
價
格
千
百
圓
也
。
卷
末
に
は
書
評
集
あ
り
、
前
揭
書
の
「
源
氏
物
語
の
歌
と
人
物
」
に
つ
い
て
は
、「
私

は
こ
の
浩
瀚
な
本
書
を
繙
き
つ
つ
藤
原
俊
成
の
『
紫
式
部
、
う
た
よ
み
の
ほ
ど
よ
り
も
、
物
書
く
筆
は
殊
勝

な
り
』
の
文
言
を
反
芻
し
た
」
と
あ
り
。 

 

五
十
五
「
遣
唐
使
と
詩
歌
」
横
田
肇
著 

(
文
藝
春
秋
企
畫
出
版
部
、
令
和
四
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
＋
税
、
三
〇
九
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
萬
葉
集
の
中
に
て
唯
一
外
國
に
て
詠
ま
れ
た
る
歌
は
、
山
上
憶
良
の
「
い
ざ
子
ど
も

早
く
日
本
へ
大
伴
の
御
津
の
浜
松
待
ち
戀
ひ
ぬ
ら
む
」
な
る
由
。 

(
令
和
七
年
一
月
十
一
日
受
附
) 


